
死 者 数
行方不明者数

3月11日 日
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震
災
か
ら
１
週
間

後
、
中
学
時
代
の

恩
師
か
ら
手
紙
を

も
ら
っ
た
。
「
大

丈
夫
だ
っ
た
か
。

あ
の
学
区
は
大
き

な
被
害
が
あ
っ
た
と
聞
い
た

が
…
」
。
学
区
は
仙
台
市
若

林
区
の
海
寄
り
の
地
域
▼
恩

師
は
宮
城
県
南
三
陸
町
の
出

身
だ
。
「
多
く
の
知
人
や
親

戚
が
命
を
亡
く
し
家
を
失
っ

た
」
と
手
紙
に
あ
っ
た
。
そ

ん
な
状
況
で
も
、

年
前
、

最
初
の
赴
任
校
だ
っ
た
地
域

が
、
心
配
で
た
ま
ら
な
か
っ

た
と
い
う
。
そ
の
中
学
校
は

避
難
者
で
ご
っ
た
返
し
て
い

た
▼
震
災
の
翌
未
明
、
白
々

と
明
け
て
ゆ
く
校
舎
の
３
階

か
ら
見
た
惨
状
は
、
思
い
出

す
だ
け
で
鼓
動
が
激
し
く
な

る
。
一
面
の
が
れ
き
、
転
覆

し
た
車
。
海
の
汚
泥
で
覆
わ

れ
、
陽
光
に
て
ら
て
ら
と
光

っ
て
い
た
▼
こ
の
地
域
で
は

１
２
０
人
以
上
の
死
者
が
出

た
。
生
き
残
っ
た
者
で
も
、

叫
び
な
が
ら
津
波
に
流
さ
れ

て
い
く
人
を
見
て
、
あ
ま
り

の
衝
撃
に
立
ち
直
れ
な
い
人

が
い
る
。
生
き
て
い
く
気
力

を
無
く
し
、
自
殺
し
た
知
人

が
い
る
▼
震
災
直
後
の
光
景

を
思
い
出
せ
ば
、
今
で
も
平

静
を
失
う
。
何
と
い
う
１
年

で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
も
復

興
は
道
半
ば
で
あ
り
、
原
発

事
故
の
被
害
者
を
見
れ
ば
明

ら
か
な
よ
う
に
、
震
災
は
進

行
中
の
事
態
だ
▼
阪
神
大
震

災
を
体
験
し
た
精
神
科
医
の

中
井
久
夫
さ
ん
の
著
書
に
あ

っ
た
。
「
被
災
と
い
う
事
態

に
お
い
て
最
も
精
神
に
打
撃

を
与
え
る
の
は
孤
立
感
で
あ

る
」
。
被
災
程
度
は
人
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、
手
を
携
え
る
こ

と
だ
け
は
忘
れ
た
く
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
見
直
し
足
踏
み

悲
し
み
乗
り
越
え
中
学
卒
業

夫
の
帰
り
待
つ
妻
葬
儀
決
心

空
の
上
思
い
届
け
各
地
で
集
い

面 失い 涙し そして希望

・ 面 あなたを忘れない

・ 面 写真グラフ・被災地の 今

面 座談会 被災地便り

～ 面 亡くなった方々
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7面 総合天気
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宮城 952人
688人

岩手 467人
249人

福島 605人
24人

全国 5854人
55人

日現在・警察庁まとめ
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石
巻
市
は

日
、
東
日
本

大
震
災
の
津
波
で
流
さ
れ
、
雄
勝
公
民
館
（
同
市
雄
勝

町
）
の
２
階
屋
上
に
乗
り

上
げ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

た
大
型
バ
ス
を
撤
去
し
た
。

公
民
館
と
と
も
に
解
体
す

る
。市

に
よ
る
と
、
バ
ス
は
公

民
館
か
ら
数
百
㍍
離
れ
た

「
南
三
陸
観
光
バ
ス
」
の
駐

車
場
か
ら
流
さ
れ
、
海
抜
約

㍍
の
高
さ
の
屋
上
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
。

宮
城
大
の
調
査
チ
ー
ム
は

市
に
災
害
遺
構
と
し
て
の
保

存
を
提
案
し
て
い
た
。
市
は
、

バ
ス
を
見
て
津
波
を
思
い
起

こ
す
と
い
っ
た
被
災
者
感
情

な
ど
に
配
慮
し
、
震
災
か
ら

１
年
を
前
に
撤
去
す
る
こ
と

に
し
た
。

作
業
を
見
守
っ
た
雄
勝
町

出
身
の
介
護
士
佐
藤
久
美
さ

ん

‖
石
巻
市
駅
前
北
通

り
‖
は
「
壊
さ
な
け
れ
ば
復

興
は
始
ま
ら
な
い
が
、
思
い

出
が
た
く
さ
ん
あ
る
建
物
が

全
て
壊
さ
れ
、
何
も
な
く
な

る
の
は
悲
し
い
気
も
す
る
」

と
話
し
た
。

ク
レ
ー
ン
で
つ
り
下
ろ
さ
れ
る

大
型
バ
ス

大

に

る
公
民
館
上
の
バ
ス
撤
去

石
巻
・
雄
勝
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不
明

亡
認
定

後半 分 仙台・上本 が左ＣＫからヘディングで先制点を挙げ

菅井 左 角田と喜ぶ

《》

「」

仙

台

１

０
｜
０

１
｜
０

０

鹿

島

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

Ｊ
１
仙
台

開
幕
白
星

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の
今
季
リ

ー
グ
戦
が

日
開
幕
し
、
仙

台
は
本
拠
地
の
ユ
ア
テ
ッ
ク

ス
タ
ジ
ア
ム
仙
台
（
仙
台
市

泉
区
）
で
鹿
島
と
対
戦
、
１

｜
０
で
勝
っ
た
。
Ｊ
１
の
開

幕
戦
勝
利
は
２
年
ぶ
り
で
、

ホ
ー
ム
初
戦
白
星
は
３
年
連

続
。
昨
季
は
東
日
本
大
震
災

の
困
難
を
克
服
し
、
ク
ラ
ブ

史
上
最
高
の
４
位
に
な
っ

た
。
さ
ら
な
る
躍
進
を
期
待

さ
せ
る
勝
利
に
、
サ
ポ
ー
タ

ー
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
た
。
（
８
・
９
・

・

面
に
関
連
記
事
）

試
合
は
被
災
地
チ
ー
ム
同

士
と
し
て
注
目
さ
れ
、
ほ
ぼ

満
員
の
１
万
８
２
５
０
人
が

詰
め
掛
け
た
。
仙
台
は
０
｜

０
の
後
半

分
、
左
Ｃ
Ｋ
を

Ｆ
Ｗ
赤
嶺
真
吾
が
頭
で
折
り

返
す
と
、
今
季
新
加
入
の
Ｄ

Ｆ
上
本
大
海
が
ヘ
デ
ィ
ン
グ

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
て
先
制
。

そ
の
後
は
相
手
の
反
撃
を
Ｇ

Ｋ
林
卓
人
の
好
セ
ー
ブ
な
ど

で
し
の
ぎ
、
逃
げ
切
っ
た
。

仙
台
は
第
２
節
の

日
、

横
浜
市
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム

で
横
浜
Ｍ
と
対
戦
す
る
。

政
府
は

日
、
福
島
県
内

の
放
射
性
物
質
の
除
染
作
業

で
回
収
し
た
土
な
ど
を
保
管

す
る
中
間
貯
蔵
施
設
を
め
ぐ

り
、
県
や
双
葉
郡
８
町
村
と

初
め
て
の
意
見
交
換
会
を
郡

山
市
で
開
き
、
東
京
電
力
福

島
第
１
、
第
２
原
発
が
立
地

す
る
大
熊
、
双
葉
、
楢
葉
３

町
へ
の
設
置
を
要
請
し
た
。

富
岡
町
の
既
存
の
管
理
型
処

分
場
に
、
県
内
の
が
れ
き
な

ど
を
搬
入
す
る
こ
と
も
打
診

し
た
。

３
面
に
関
連
記
事

政
府
は
当
初
、
設
置
場
所

を
１
カ
所
と
す
る
方
針
だ
っ

た
が
、
用
地
確
保
な
ど
の
面

か
ら
分
散
設
置
を
要
請
す
る

こ
と
に
し
た
。
自
治
体
側
か

ら
受
け
入
れ
表
明
は
な
く
、

会
合
後
、
大
熊
町
の
渡
辺
利

綱
町
長
が
「
進
め
方
が
拙
速

で
不
愉
快
。
住
民
や
町
議
会

の
意
見
を
聴
く
」
と
不
快
感

を
示
す
な
ど
調
整
は
難
航
も

予
想
さ
れ
る
。

会
合
に
は
細
野
豪
志
環
境

相
と
平
野
達
男
復
興
相
が
出

席
。
国
側
は
中
間
貯
蔵
施
設

に
保
管
す
る
汚
染
土
な
ど
を

年
以
内
に
県
外
で
最
終
処

分
す
る
こ
と
を
法
制
化
す
る

と
表
明
。
用
地
は
国
が
買
い

上
げ
、
立
ち
退
き
費
用
や
店

舗
営
業
な
ど
に
対
す
る
補
償

も
す
る
と
し
た
。
富
岡
町
の

管
理
型
処
分
場
に
は
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
１
㌕
当

た
り
８
千

超

万

以
下

の
が
れ
き
や
汚
泥
な
ど
を
収

め
る
。

双
葉
郡
の
沿
岸
部
に
あ
る

ほ
ぼ
手
付
か
ず
の
が
れ
き
に

関
し
て
は
仮
設
の
焼
却
炉
を

整
備
し
、
高
線
量
の
地
域
を

除
い
て
２
０
１
４
年
３
月
ま

で
に
処
分
を
終
え
る
意
向
を

伝
え
た
。

ま
た
、
除
染
に
向
け
た
研

究
開
発
の
拠
点
を
、
双
葉
郡

を
含
む
県
沿
岸
部
に
つ
く
る

構
想
を
提
示
。
福
島
第
１
原

発
の
廃
炉
を
進
め
る
た
め
の

放
射
性
物
質
の
分
析
や
、
除

染
で
出
た
汚
染
土
壌
な
ど
の

量
を
減
ら
す
技
術
開
発
を
す

る
。
県
内
の
雇
用
や
産
業
育

成
に
つ
な
が
る
振
興
策
を
示

す
こ
と
で
、
受
け
入
れ
に
理

解
を
求
め
る
狙
い
が
あ
る
。

道
路
や
上
下
水
道
な
ど
生

活
イ
ン
フ
ラ
の
現
状
に
つ
い

て
は
、
国
が
調
査
結
果
を
報

告
。
他
地
域
へ
避
難
し
て
い

る
住
民
の
帰
還
に
向
け
、
避

難
指
示
区
域
の
見
直
し
や
除

染
の
進
め
方
、
雇
用
創
出
な

ど
も
話
し
合
っ
た
。

掛
け
替
え
の
な
い
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
た
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、

日
で

１
年
と
な
る
。
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
の
自
治
体
は
追
悼

式
典
を
開
き
、
被
災
地
で
は
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
復
興
を
祈
念
す
る
催
事
も
行
わ
れ
る
。

行
方
不
明
者
の
死
亡
認
定
は
こ
れ
ま
で
、
被
災
３
県
で
３
７
０
０
人
を
超
え
た
。
複

雑
な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
も
、
家
族
の
「
死
」
を
受
け
入
れ
た
人
が
少
な
く
な
い
。

被
災
者
は
あ
ら
た
め
て
悲
し
み
を
胸
に
刻
み
、
復
興
を
誓
う
。

警
察
庁
の

日
現
在
の
ま

と
め
で
は
、
死
者
は

都
道

県
で
１
万
５
８
５
４
人
、
不

明
者
は
６
県
で
３
１
５
５
人

で
、
死
者
・
不
明
者
は
計
１

万
９
０
０
９
人
と
な
っ
て
い

る
。東

北
３
県
の
死
者
は
宮
城

９
５
１
２
人
、
岩
手
４
６
７

１
人
、
福
島
１
６
０
５
人
。

不
明
者
は
宮
城
１
６
８
８

人
、
岩
手
１
２
４
９
人
、
福

島
２
１
４
人
。

３
県
で
昨
年
６
月
以
降
、

不
明
者
の
死
亡
認
定
は
２
日

現
在
で
計
３
７
２
８
人
（
届

け
出
は
３
７
６
２
人
。
認
定

後
、
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
ケ

ー
ス
も
含
む
）
に
上
っ
て
い

る
。
３
県
の
法
務
局
に
よ
る

と
、
宮
城
１
９
３
５
人
、
岩

手
１
５
６
６
人
、
福
島
２
２

７
人
。
気
持
ち
に
区
切
り
を

つ
け
よ
う
と
す
る
家
族
が
多

い
と
み
ら
れ
る
。

震
災
な
ど
の
不
明
者
に
つ

い
て
民
法
は
１
年
経
過
後

に
家
裁
の
危
難
失
踪
宣
告

で
死
亡
と
み
な
す
が
、
法
務

省
は
昨
年
６
月
、
今
回
の
震

災
で
は
簡
略
化
し
た
申
述

書
な
ど
で
死
亡
届
を
受
理

す
る
よ
う
市
町
村
に
通
知
し

た
。

日
は
東
京
の
国
立
劇
場

で
政
府
主
催
の
追
悼
式
が
開

か
れ
る
。
宮
城
県
で
は

市

町
が
式
典
を
行
い
、
岩
手
、

福
島
両
県
で
も
各
地
で
自
治

体
が
追
悼
行
事
を
開
く
。
多

く
の
式
典
で
地
震
発
生
の
午

後
２
時

分
、
犠
牲
者
に
黙

と
う
を
さ
さ
げ
る
。
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